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第
一
次
世
界
大
戦
と
「
独
探
」 

―
―
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
よ
る
粗
描
―
―

諸　
　

橋　
　

英　
　

一

は
じ
め
に

一
、『
東
朝
』
に
お
け
る
「
独
探
」
報
道
の
全
体
像

二
、
日
本
と
海
外
に
お
け
る
独
探
に
関
す
る
『
東
朝
』
報
道
の
整
理

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　
「
独
探
」
と
い
う
言
葉
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
独0

逸
（
ド
イ
ツ
）
の
軍
事
探0

偵
（
ス
パ
イ
）
の
略
語
で
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
期

に
頻
繁
に
使
わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
人
に
限
ら
ず
、
ド
イ
ツ
か
ら
金
銭
や
何
ら
か
の
報
酬
・
見
返
り
を
得
る
目
的
で
独
探
と
な
る
他
国

人
・
日
本
人
も
含
ま
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
ス
パ
イ
に
つ
い
て
は
、
大
戦
に
参
戦
し
た
欧
米
各
国
で
ス
パ
イ
・
フ
ィ
ー
バ
ー
（Spy 

Fever

）
と
い
う
現
象
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
戦
争
と
い
う
一
大
事
件
に
際
し
て
興
奮
し
或
い
は
不
安
に
か
ら

れ
、
ド
イ
ツ
の
ス
パ
イ
が
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
潜
み
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
活
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
国
民
が
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ス
パ
イ
に
関
す
る
「
情
報
」
を
収
集
し
、
口
伝
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
当
局
へ
の
投
書
を
通
じ
て
拡
散
し
た
現
象
の
こ
と
で
あ
る
。
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
や
当
局
に
集
ま
っ
た
ス
パ
イ
の
情
報
は
殆
ど
誤
り
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
戦
時
や
非
常
事
態
に
お
け
る
民
衆
の
心
理
と
動

態
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
日
露
戦
争
の
際
に
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
を
指
す
「
露
探
」
が
話
題

と
な
り
恐
れ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
ス
パ
イ
・
フ
ィ
ー
バ
ー
に
近
い
状
態
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
第
一
次
大
戦
に

参
戦
し
た
日
本
で
は
ス
パ
イ
・
フ
ィ
ー
バ
ー
は
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
ス
パ
イ
・
フ
ィ
ー
バ
ー
ほ
ど
で
は
な
く
と
も
、

ド
イ
ツ
の
ス
パ
イ
＝
独
探
に
対
す
る
警
戒
感
は
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

独
探
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
。
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、『
神
戸
新
聞
』（
以
下
『
神
戸
』）
に
お
け
る
独
探
報
道
を
検
討
し
た
別

稿
に
て
詳
し
く
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
ま
と
め
る
に
と
ど
め
る
。
ま
ず
奥
武
則
の
露
探
に
関
す
る
研
究
の
な
か
に
言
及
が

あ
り
、
そ
こ
で
は
露
探
と
い
う
言
葉
が
含
ん
で
い
た
危
機
感
や
切
実
さ
は
独
探
に
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
た
だ
し
こ
れ
は
独

探
を
主
と
し
て
扱
っ
た
研
究
で
は
な
い
。
一
方
で
谷
崎
潤
一
郎
の
小
説
「
独
探
」（『
新
小
説
』、
一
九
一
五
年
一
一
月
）
に
関
す
る
研

究
は
複
数
存
在
す
る（

（
（

。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
文
学
研
究
で
あ
り
、
谷
崎
の
西
洋
観
が
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
実
態
と
し
て

の
独
探
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
上
に
現
れ
た
独
探
報
道
と
い
っ
た
社
会
の
な
か
の
独
探
を
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
近
年
、
グ
レ

ゴ
リ
ー
・
ケ
ズ
ナ
ジ
ャ
ッ
ト
が
谷
崎
「
独
探
」
の
背
景
説
明
と
し
て
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
以
下
『
東
朝
』）
を
用
い
、
日
本
に
お
け

る
独
探
を
巡
る
状
況
を
紹
介
し
て
い
る
。
加
え
て
福
岡
大
祐
の
論
文
は
谷
崎
「
独
探
」
を
手
掛
か
り
に
、
政
府
の
情
報
統
制
が
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
報
道
と
そ
れ
を
読
む
読
者
の
認
識
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た（

（
（

。
こ
の
福
岡
論
文
は
実
際
に
独
墺

人
に
対
す
る
国
外
退
去
処
分
と
そ
の
報
道
を
分
析
し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
唯
一
の
本
格
的
な
独
探
研
究
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

こ
の
福
岡
論
文
で
は
国
外
退
去
処
分
、
そ
れ
も
一
九
一
五
年
三
月
一
五
日
の
第
三
次
追
放
ま
で
だ
け
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
国
外

退
去
は
こ
れ
以
降
も
発
生
す
る
し
、
退
去
以
外
の
独
探
関
係
記
事
も
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
大
戦
中
の
日
本
に
お
け
る
独
探

の
実
態
、
政
府
の
対
独
探
政
策
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
独
探
報
道
と
国
民
意
識
、
そ
の
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
未
解
明
と
な
っ
て
い
る
。
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し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
新
聞
報
道
に
お
け
る
独
探
報
道
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
新
聞
と
言
っ
て
も
各
紙
特
徴
が
あ
り
、

ま
た
首
都
東
京
と
各
地
方
で
も
異
な
る
だ
ろ
う
。
筆
者
は
本
稿
と
は
別
に
『
神
戸
新
聞
』
に
お
け
る
独
探
報
道
を
ま
と
め
た（

（
（

。
国
際

港
と
外
国
人
元
居
留
地
を
抱
え
る
こ
と
か
ら
住
民
の
身
近
に
外
国
人
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
に
外
国
人
独
探
に
対
し
て
関
心
が
高
く
、

地
元
紙
に
も
そ
れ
が
現
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
報
道
量
の
多
い
で
あ
ろ
う
地
方
紙
の
サ
ン
プ
ル

と
し
て
『
神
戸
』
を
選
択
し
た
。
次
の
事
例
と
し
て
本
稿
で
は
政
治
外
交
の
中
心
地
で
あ
る
東
京
の
新
聞
と
し
て
『
東
朝
』
を
扱
う
。

　

調
査
期
間
は
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
八
月
か
ら
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
一
一
月
ま
で
と
し
た
。
つ
ま
り
日
本
が
参
戦
し

た
月
か
ら
、
大
戦
が
休
戦
し
た
月
ま
で
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
別
稿
に
て
扱
っ
て
い
る
『
神
戸
』
と
同
様
、
本
来
な
ら
ば
こ
の
期
間

の
『
東
朝
』
紙
面
を
網
羅
的
に
調
査
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
諸
事
情
に
よ
り
本
稿
で
は
「
朝
日
新
聞
ク
ロ
ス
サ
ー
チ
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
「
独
探
」「
墺
探
」（

（
（

に
よ
っ
て
検
索
し
た
結
果
を
用
い
た
。
し
た
が
っ
て
暫
定
的
な
結
果
で
あ
る
。
た
だ
し
検
索
結
果
の
二
九
〇

件
は
『
神
戸
』
の
実
測
値
で
あ
る
二
一
六
件
と
比
べ
て
も
大
き
い
数
字
で
あ
り
、
検
索
か
ら
漏
れ
て
い
る
記
事
が
こ
れ
よ
り
も
著
し

く
（
例
え
ば
数
百
件
）
多
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
に
く
い
。
ま
た
タ
イ
ト
ル
に
「
独
探
」
等
の
ワ
ー
ド
が
用
い
ら
れ
て
お
ら

ず
、
本
文
中
に
の
み
使
わ
れ
て
い
る
記
事
も
検
索
は
拾
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
に
よ
る
結
果
で
は
あ

る
が
、
大
ま
か
な
傾
向
を
掴
む
う
え
で
利
用
は
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
か
ら
漏
れ
た
記
事
は
存
在
す
る
は
ず

だ
が
、
そ
の
脱
漏
は
対
象
期
間
を
通
じ
て
偏
り
な
く
生
じ
て
い
る
と
い
う
仮
定
で
以
下
の
論
は
進
め
て
い
る
。

一
、『
東
朝
』
に
お
け
る
「
独
探
」
報
道
の
全
体
像

1
　
独
探
報
道
の
数
的
推
移

　

表
1
は
タ
イ
ト
ル
や
記
事
中
に
「
独
探
」、「
墺
探
」「
独
墺
探
」
の
ワ
ー
ド
を
含
む
記
事
の
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
総
件
数
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二
九
〇
件
（
う
ち
墺
探
二
、
独
墺
探
四
件
）
で
、
大
戦
が
勃
発
し
た
一
九
一
四
年
の
三
六
件
か

ら
一
九
一
五
年
の
四
三
件
へ
と
増
加
し
、
一
六
年
の
四
〇
件
と
横
ば
い
を
示
し
、
一
九
一
七

年
に
は
一
一
四
件
と
激
増
し
た
の
ち
、
一
九
一
八
年
に
五
七
件
と
大
幅
な
減
少
を
見
せ
て
い

る
。
一
九
一
四
年
と
一
九
一
八
年
は
調
査
に
含
ま
れ
な
い
月
が
存
在
す
る
た
め
、
各
年
の
月

当
た
り
平
均
件
数
で
比
較
す
る
と
、
一
九
一
四
年
の
七
・
二
件
か
ら
一
九
一
五
年
の
三
・
五
八

三4

件
、
一
九
一
六
年
の
三
・
三4

件
と
減
少
し
た
の
ち
一
九
一
七
年
に
九
・
五
件
と
激
増
し
た
の

ち
、
一
九
一
八
年
に
五
・
一
八
4

4

へ
と
減
少
す
る
。
つ
ま
り
一
九
一
四
年
に
次
点
の
高
さ
を
記

録
し
た
あ
と
二
年
間
は
減
少
、
停
滞
し
た
の
ち
一
九
一
七
年
に
最
高
値
を
つ
け
、
翌
年
に
は

落
ち
着
く
と
い
っ
た
増
減
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
参
戦
月
の
八
月
を
起
点
に
翌
七
月
ま
で
を

一
年
間
と
し
た
場
合
（
表
2
）、
第
一
年
目
の
六
〇
件
か
ら
二
年
目
の
五
〇
、
三
年
目
の
六

四
、
四
年
目
の
一
〇
二
件
と
な
る
。
つ
ま
り
全
体
的
に
増
減
が
な
だ
ら
か
に
は
な
る
が
、
初

年
度
に
や
や
高
い
値
を
示
し
た
の
ち
、
い
っ
た
ん
落
ち
着
き
、
戦
争
終
盤
に
か
け
て
上
昇
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
の
文
章
で
第
一
年
、
第
二
年
の
よ
う
に
書
い
た
場
合
は
全
て

こ
こ
で
の
使
い
方
と
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
数
的
な
面
で
『
神
戸
』
と
比
較
す
る
と
、
全
体
的
な
推
移
は
類
似
し
て
い
る
と
い

え
る
。
た
だ
し
、
第
一
に
『
神
戸
』
で
は
一
九
一
六
年
に
大
き
く
関
係
記
事
数
が
減
っ
た
の

に
対
し
、『
東
朝
』
で
は
減
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
一
九
一
五
年
と
の
差
は
三
件
と
ほ
ぼ
誤

差
の
範
囲
で
あ
る
こ
と
と
、
第
二
に
『
東
朝
』
で
は
一
九
一
七
年
の
増
加
が
著
し
い
こ
と
が

目
立
っ
た
違
い
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
一
四
年
、
あ
る
い
は
第
一
年
目
の
平
均
件
数
を
『
神

独探 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 月あたり平均数

1914 年 9 11 11 2  3 6 7.2

1915 年 1 2 6 10   43 3.58333..

1916 年 3 0 3 1   40 3.333..

1917 年 17 6 8 11 114 9.5

1918 年 4 8 0 ―   57 5.18181818..

290
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戸
』
で
は
そ
の
後
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
、『
東
朝
』

で
は
一
九
一
七
年
お
よ
び
第
三
・
四
年
目
が
上
回
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
『
神
戸
』
が
地
元
で
発
生
し
た
独
探
事
件
に
つ
い
て
特
集
を

組
む
な
ど
し
て
一
九
一
四
、
一
五
年
の
記
事
数
が
増
加
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、『
東
朝
』
に
は
そ
う
し
た
記
事
が
み
ら
れ
な
い
こ

と
、
そ
し
て
逆
に
『
東
朝
』
で
は
海
外
の
独
探
事
件
に
関
す
る
報

道
が
多
く
、
そ
れ
が
一
九
一
六
年
の
記
事
数
の
落
ち
込
み
を
防
ぐ

と
と
も
に
大
戦
の
情
勢
が
大
き
く
動
い
た
一
九
一
七
年
に
件
数
が

激
増
す
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
が
『
東
朝
』
と
『
神

戸
』
の
記
事
数
推
移
の
違
い
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。
両
紙
の
新

聞
と
し
て
の
性
格
の
違
い
が
反
映
さ
れ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

全
く
独
探
に
関
す
る
記
事
が
無
か
っ
た
の
は
五
カ
月
で
、
一
九

一
五
年
と
一
六
年
に
二
カ
月
ず
つ
と
、
休
戦
協
定
の
結
ば
れ
た
一

九
一
八
年
一
一
月
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
東
朝
』
読
者
は
大
戦

中
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
独
探
報
道
に
触
れ
続
け
た
と
い
え
、
そ
の

意
識
に
は
「
独
探
」
が
あ
る
程
度
定
着
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

独探 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1914 年 ― ― ― ― ― ― ― 3

1915 年 3 6 4 8 0 1 2 0

1916 年 1 10 3 8 6 3 0 2

1917 年 3 6 8 7 7 1 23 17

1918 年 9 13 4 7 2 3 5 2

表 1　『東京朝日新聞』における独探関係記事数

件数 月あたり平均件数

1 年目：1914/8 ～ 1915/7   60 5

2 年目：1915/8 ～ 1916/7   50 4.1666..

3 年目：1916/8 ～ 1917/7   64 5.33..

4 年目：1917/8 ～ 1918/7 102 8.5

表 2
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2
　
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
独
探
記
事
は
増
え
た
の
か

　

表
を
一
瞥
す
る
と
ま
ず
一
九
一
四
年
九
月
か
ら
一
一
月
の
期
間
に
独
探
報
道
の
件
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
カ
月
で

三
一
件
と
全
期
間
で
も
僅
差
で
三
番
目
で
あ
る
。
日
本
は
八
月
二
三
日
に
ド
イ
ツ
に
対
し
て
宣
戦
を
布
告
し
て
参
戦
し
、
青
島
要
塞

を
巡
っ
て
の
軍
事
行
動
が
一
一
月
七
日
の
ド
イ
ツ
軍
降
伏
ま
で
継
続
す
る
。
独
探
記
事
が
こ
の
時
期
に
多
い
の
は
、
日
本
が
参
加
す

る
実
際
の
戦
闘
が
発
生
し
、
関
心
も
高
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
期
間
に
は
日
本
軍
の
動
静
を
監
視
し
、
情
報
を
ド
イ
ツ

軍
に
伝
え
る
「
独
探
の
支
那
人
」
に
関
す
る
記
事
が
複
数
確
認
で
き
る
。
長
崎
か
ら
出
征
し
た
山
田
良
水
少
将
率
い
る
先
発
隊
が
龍

口
に
上
陸
し
た
の
が
九
月
二
日
で
あ
る
が
、
八
月
三
一
日
に
独
探
支
那
人
一
名
が
龍
口
か
ら
芝
罘
に
護
送
さ
れ
取
り
調
べ
を
受
け
て

い
る
と
い
う
記
事
が
九
月
一
日
に
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
上
陸
に
先
立
っ
て
現
地
で
は
不
審
な
現
地
人
の
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
記
事
を
皮
切
り
に
、
こ
の
九
～
一
一
月
の
期
間
に
独
探
支
那
人
に
関
す
る
記
事
は
八
件
確
認
で
き
る

（
う
ち
一
件
は
「
我
が
軍
に
捕
は
れ
し
独
探
の
支
那
人
」
と
題
さ
れ
た
写
真
）（

（
（

。
独
探
支
那
人
に
よ
り
日
本
軍
は
「
多
大
の
困
難
を
感
じ
」

て
お
り
、
彼
ら
は
無
線
電
信
を
使
い
日
本
軍
の
所
在
を
独
軍
に
通
報
し
、
あ
る
時
は
苦
力
に
紛
れ
、
あ
る
時
は
そ
の
辺
の
小
屋
に
潜

ん
で
監
視
を
行
い
、
鏡
を
光
ら
せ
て
信
号
を
送
っ
た
り
、
幹
部
の
所
在
を
発
見
す
る
と
民
家
を
焼
い
て
目
印
と
し
て
砲
撃
の
合
図
と

し
（
（
（

、
あ
る
い
は
色
の
つ
い
た
狼
煙
を
あ
げ
て
夜
間
で
も
そ
れ
を
目
印
に
独
軍
が
砲
撃
し
て
く
る（

（1
（

、
と
い
っ
た
具
合
で
そ
の
活
動
が
紹

介
さ
れ
た
。
同
時
期
の
『
神
戸
』
に
は
独
探
支
那
人
に
関
す
る
記
事
が
一
二
件
あ
り
、『
東
朝
』
は
こ
れ
よ
り
は
少
な
い
。

　

独
探
支
那
人
の
記
事
に
限
ら
ず
、
こ
の
三
カ
月
間
の
独
探
記
事
数
が
『
神
戸
』
は
四
一
件
あ
り
、
ま
た
同
紙
に
お
い
て
こ
れ
は
大

戦
中
最
も
多
い
期
間
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、『
東
朝
』
で
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
違
い
は
両
紙
に
於
け
る
地
元
ネ
タ
の
多
寡

が
影
響
し
て
い
る
。『
神
戸
』
は
外
国
人
元
居
留
地
や
国
際
港
を
媒
介
に
神
戸
市
と
そ
の
周
辺
に
存
在
・
往
来
す
る
外
国
人
に
独
探

の
嫌
疑
を
か
け
る
記
事
が
比
較
的
多
く
み
ら
れ
、
別
稿
で
詳
し
く
論
じ
た
よ
う
に
一
一
月
に
は
外
国
人
元
居
留
地
で
営
業
し
て
い
る

ニ
ッ
ケ
ル
・
ラ
イ
オ
ン
ス
商
会
（N

ICK
EL &

 LY
O

N
S

）
と
専
務
取
締
役
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
（Christian H

olstein

）
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を
め
ぐ
る
独
探
疑
惑
が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
に
報
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
東
朝
』
で
は
こ
の
三
カ
月
間
で
明
確
に
地
元
ネ
タ
と

言
え
る
記
事
は
麹
町
に
あ
る
ド
イ
ツ
系
商
館
に
勤
め
て
い
た
予
備
役
の
砲
兵
大
尉
に
嫌
疑
を
か
け
る
記
事
し
か
な
い（

（1
（

。
ほ
か
に
は
東

京
か
ら
逗
子
に
向
か
っ
た
不
審
な
外
国
人
に
関
す
る
記
事
が
二
件
あ
る
の
み
で
あ
る（

（1
（

。
開
戦
初
期
に
、
身
近
に
存
在
す
る
外
国
人
の

記
事
で
「
独
探
」
の
印
象
を
植
え
付
け
ら
れ
た
可
能
性
の
あ
る
『
神
戸
』
読
者
に
比
べ
て
、『
東
朝
』
読
者
あ
る
い
は
東
京
市
民
に

は
独
探
は
実
感
を
伴
わ
な
い
遠
く
の
存
在
だ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

次
に
、
最
も
高
い
値
を
示
し
た
の
は
一
九
一
七
年
七
～
九
月
で
あ
る
。
こ
れ
は
米
露
の
独
探
記
事
が
激
増
し
た
た
め
で
あ
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
参
戦
と
ロ
シ
ア
革
命
は
両
国
に
お
け
る
独
探
に
つ
い
て
の
記
事
を
激
増
さ
せ
る
切
っ
掛
け
で
あ
っ
た
。
こ

の
二
つ
の
出
来
事
が
重
な
っ
た
た
め
最
高
値
と
な
っ
た
。
ま
た
次
点
の
一
九
一
七
年
一
二
月
か
ら
翌
年
二
月
は
引
き
続
き
ロ
シ
ア
の

独
探
記
事
に
加
え
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
絡
み
の
独
探
事
件
が
大
き
く
扱
わ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。
一
九
一
七
年
末
か
ら
一
八
年
三
月

の
期
間
に
は
ロ
シ
ア
が
敗
退
し
、
そ
れ
に
伴
い
日
本
の
出
兵
可
能
性
が
著
し
く
高
ま
り
、
第
四
〇
議
会
で
は
軍
需
工
業
動
員
法
や
戦

時
利
得
税
な
ど
の
戦
時
政
策
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
青
島
戦
や
南
洋
諸
島
占
領
の
終
結
以
来
遠
の
い
て
い
た
火
の
粉
が
急
速
に
身
近

に
飛
ん
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
情
を
受
け
て
ロ
シ
ア
に
お
け
る
独
探
の
活
動
に
対
し
て
関
心
が
高
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

三
月
以
降
も
シ
ベ
リ
ア
出
兵
や
、
独
探
の
扇
動
扱
い
さ
れ
て
も
不
思
議
の
な
い
米
騒
動
が
あ
る
た
め
、
独
探
報
道
が
増
加
す
る
の
が

自
然
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
三
月
二
三
日
に
内
務
省
か
ら
出
さ
れ
た
通
牒
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
通
牒
は
「
時
局
の
関
係
上
頗
る
重
要
に
し
て
利
害
に
関
す
る
所
極
め
て
大
」
で
あ
る
た
め
「
今
後
国
内
に
お
け
る
独
探
被
疑
者

の
行
動
に
関
す
る
記
事
は
時
局
中
之
を
安
寧
秩
序
を
紊
す
も
の
と
認
め
発
売
頒
布
禁
止
の
処
分
を
為
す
」
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ

る
（
（1
（

。
こ
の
通
牒
も
政
府
レ
ベ
ル
で
は
戦
時
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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二
、
日
本
と
海
外
に
お
け
る
独
探
に
関

す
る
『
東
朝
』
報
道
の
整
理

1
　
日
本
に
お
け
る
独
探
に
関
す
る
報
道
に
つ
い
て

　

以
下
で
は
日
本
と
欧
米
各
国
に
関
す
る
独
探
（
墺
探
・
独
墺
探

含
む
）
の
記
事
の
数
的
推
移
と
内
容
を
整
理
し
て
い
く
。
ま
ず
日

本
の
独
探
に
関
す
る
記
事
は
三
四
件
ほ
ど
確
認
で
き
る
。
表
3
の

よ
う
に
、
こ
れ
は
後
述
す
る
英
・
仏
よ
り
は
五
件
前
後
多
く
、

米
・
露
の
半
分
ほ
ど
の
規
模
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
の
一
一
件
が

最
大
で
、
以
後
は
八
、
八
、
五
、
二
と
漸
減
し
て
い
く
。
特
に
一

九
一
七
年
の
五
件
は
全
て
第
三
九
議
会
で
尾
崎
幸
雄
が
後
藤
新
平

を
独
探
呼
ば
わ
り
し
た
件
に
関
す
る
記
事
な
の
で
、
実
質
的
に
独

探
嫌
疑
に
関
す
る
記
事
は
ゼ
ロ
と
い
っ
て
も
よ
い
。
一
九
一
八
年

の
二
件
も
一
つ
は
国
内
に
お
け
る
独
探
の
現
状
を
論
じ
る
記
事
だ

が
（
（1
（

、
も
う
一
つ
が
本
稿
の
最
後
に
触
れ
た
日
本
人
の
ド
イ
ツ
式
宴

会
に
関
す
る
記
事
で
あ
り
独
探
嫌
疑
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

記
事
の
八
割
近
く
が
一
九
一
四
～
一
六
年
に
集
中
し
、
そ
れ
ら

は
「
独
探
か
も
し
れ
な
い
怪
し
い
外
国
人
・
日
本
人
」
に
関
す
る

報
道
、
外
国
人
の
国
外
退
去
に
関
す
る
記
事
、
そ
し
て
国
際
港
に

来
船
し
た
乗
客
に
不
審
者
が
い
る
と
い
う
記
事
な
ど
に
分
類
で
き

独探 日本 フランス イギリス アメリカ ロシア

1914 年 11 3 4 1 3

1915 年 8 0 10 13 8

1916 年 8 1 7 12 2

1917 年 5 11 4 33 37

1918 年 2 13 4 8 15

合計 34 28 29 67 65

表 3　各国関係の独探記事数

独探 日本 フランス イギリス アメリカ ロシア

1 年目：1914/8 ～ 1915/7 15 3 12 3 10

2 年目：1915/8 ～ 1916/7 10 0 9 22 2

3 年目：1916/8 ～ 1917/7 7 1 1 26 17

4 年目：1917/8 ～ 1918/7 2 24 5 15 32
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る
。
そ
う
し
た
独
探
嫌
疑
外
国
人
は
大
概
が
横
浜
港
に
出
入
り
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
下
関
・
門
司
や
神
戸
と
い
っ
た
、
同
じ
く

港
を
持
つ
地
域
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
数
で
あ
る
。
ま
た
国
外
退
去
を
命
じ
ら
れ
た
外
国
人
は
各
地
か
ら
神
戸
港
に

し
ば
し
ば
や
っ
て
く
る
た
め
、『
神
戸
』
で
は
追
放
発
令
時
と
嫌
疑
者
の
来
神
時
で
二
重
に
報
じ
ら
れ
る
傾
向
も
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
『
東
朝
』
の
場
合
、
国
外
退
去
に
し
て
も
基
本
的
に
横
浜
や
長
崎
在
住
の
外
国
人
に
関
す
る
こ
と
な
の
で（

（1
（

、
地
元
ま
で
追
放
者

が
来
る
神
戸
に
比
し
て
、
国
外
退
去
外
国
人
が
「
独
探
」
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
契
機
に
東
京
の
住
民
に
な
っ
て
い
た
か
は
疑
わ
し

い
。
加
え
て
東
京
を
舞
台
に
し
た
独
探
の
記
事
は
前
述
し
た
ド
イ
ツ
系
商
館
に
勤
め
て
い
た
予
備
役
の
砲
兵
大
尉
の
ほ
か
に
は
、
数

件
ほ
ど
し
か
な
い（

（1
（

。『
東
朝
』
の
独
探
記
事
に
お
け
る
地
域
性
の
薄
さ
は
『
神
戸
』
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
独
探
嫌
疑
者
の

退
去
記
事
は
一
九
一
六
年
八
月
に
、
ま
た
海
外
か
ら
日
本
の
港
に
来
航
し
た
船
に
乗
船
す
る
嫌
疑
者
を
捜
査
す
る
類
の
記
事
は
同
年

九
月
を
最
後
に
見
ら
れ
な
く
な
る（

（1
（

。

　

日
本
国
内
に
関
す
る
こ
と
で
「
独
探
」
等
の
ワ
ー
ド
を
含
む
記
事
は
三
〇
件
を
少
し
超
え
る
程
度
で
あ
り
、
今
回
検
出
し
た
記
事

の
総
件
数
二
九
〇
件
の
十
分
の
一
を
占
め
る
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

2
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
独
探
に
関
す
る
報
道
に
つ
い
て

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
独
探
に
つ
い
て
の
記
事
は
二
八
件
確
認
で
き
、
量
の
推
移
を
み
る
と
一
九
一
四
年
三
件
、
一
九
一
五
年
〇
件
、

一
九
一
六
年
一
件
、
一
九
一
七
年
一
一
件
、
一
九
一
八
年
一
三
件
（
第
一
年
三
件
、
第
二
年
〇
件
、
第
三
年
一
件
、
第
四
年
二
四
件
）
と

な
っ
て
お
り
後
半
に
偏
重
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
は
大
別
す
る
と
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
一
つ
目
が
戦
地
付
近
や
ド
イ
ツ
軍
に
占
領
さ
れ
た
地
域
で
活
動
す
る
独
探

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
の
三
件
と
一
六
年
の
一
件
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
ド
イ
ツ
軍
の
進
攻
を
パ
リ
の
目
先
約
五
〇
㎞

ま
で
許
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
マ
ル
ヌ
会
戦
後
も
自
国
領
土
内
で
戦
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
特
に
戦
争
初
期
に
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於
い
て
は
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
戦
線
か
ら
紛
れ
込
ん
で
く
る
独
探
の
活
動
が
報
じ
ら
れ
る（

（1
（

。
加
え
て
ド
イ
ツ
軍
の
占
領
地
域
に
居

住
し
て
い
た
ド
イ
ツ
系
フ
ラ
ン
ス
人
の
中
に
は
積
極
的
に
独
探
と
し
て
活
動
す
る
者
も
お
り
、
逆
に
ド
イ
ツ
軍
に
よ
っ
て
半
ば
強
制

的
に
独
探
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
者
も
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
戦
争
初
期
に
は
、
こ
う
し
た
雑
多
で
真
偽
不
明

の
独
探
の
事
件
や
風
聞
が
掲
載
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
は
各
国
と
も
共
通
で
あ
る
。

　

第
二
の
分
類
が
、
内
務
大
臣
の
マ
ル
ヴ
ィ
（Louis-Jean M

alvy

）
が
独
探
と
批
判
さ
れ
て
辞
職
に
至
る
件
で
あ
る
。
マ
ル
ヴ
ィ

は
急
進
社
会
党
（Radical Party

、
正
式
に
はparti républicain radical et radical socialiste

）
の
副
党
首
で
、
開
戦
以
来
内
務
大

臣
を
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
同
党
の
党
首
で
元
首
相
で
も
あ
る
カ
イ
ヨ
ー
（Joseph Caillaux

）
と
共
に
独
探
と
謗
ら
れ
、
最

終
的
に
裁
判
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
彼
ら
に
関
す
る
独
探
記
事
は
一
一
件
ほ
ど
確
認
で
き
る（

（2
（

。
簡
単
に
経
緯
を
説
明
す
る
と
一

九
一
六
年
末
に
最
高
司
令
官
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
ロ
バ
ー
ト
・
ニ
ヴ
ェ
ル
（Robert N

ivelle

）
は
一
九
一
七
年
四
月
に
い
わ
ゆ
る

ニ
ヴ
ェ
ル
攻
勢
を
実
行
し
た
が
、
仏
軍
は
一
五
万
人
の
死
傷
者
を
出
す
大
失
敗
に
終
わ
り
、
国
民
の
士
気
は
低
下
し
、
軍
で
は
兵
士

の
反
乱
が
起
こ
る
な
ど
の
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
で
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
（Georges Clem

enceau

）
は
無
政
府

主
義
者
や
社
会
主
義
者
の
平
和
主
義
的
・
敗
北
主
義
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
士
気
の
低
下
を
招
い
て
い
る
と
考
え
、「
平
和
主
義
の

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
対
す
る
内
務
大
臣
ジ
ャ
ン
・
マ
ル
ヴ
ィ
ー
の
弱
腰
」（

（2
（

を
七
月
頃
か
ら
激
し
く
批
判
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
発
生
し

た
政
局
に
よ
っ
て
マ
ル
ヴ
ィ
は
辞
職
し
、
そ
の
後
、
一
一
月
に
首
相
に
就
任
し
た
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
は
そ
う
し
た
「
平
和
主
義
者
」
の

取
り
締
ま
り
を
進
め
、
マ
ル
ヴ
ィ
や
カ
イ
ヨ
ー
を
初
め
と
し
て
多
数
の
者
が
裁
判
所
へ
と
送
ら
れ
た
。
マ
ル
ヴ
ィ
は
一
九
一
八
年
に

背
信
罪
で
五
年
間
の
追
放
刑
を
受
け
、
カ
イ
ヨ
ー
も
三
年
間
投
獄
の
う
え
追
放
さ
れ
て
い
る
（
両
名
と
も
一
九
二
四
年
に
大
赦
を
受
け

政
界
に
復
帰
し
て
い
る
）。
マ
ル
ヴ
ィ
や
カ
イ
ヨ
ー
が
実
際
に
独
探
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
に
よ
る
政
敵
へ
の
攻
撃
で

あ
っ
た
と
同
時
に
、「
敗
北
主
義
と
闘
う
政
府
か
ら
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
と
し
て
利
用
さ
れ
た
」（

（2
（

の
で
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
洞
察
す
る

に
は
戦
況
と
フ
ラ
ン
ス
の
政
情
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
般
の
『
東
朝
』
読
者
に
は
困
難
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
独
探
と
い
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う
用
語
と
共
に
マ
ル
ヴ
ィ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
最
後
の
記
事
で
は
、
マ
ル
ヴ
ィ
が
内
相
の
権
限
で
攻
撃
作
戦
に
関
す
る
情
報
漏
洩

を
防
ぐ
努
力
を
し
た
か
、
敵
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
や
軍
事
当
局
者
に
種
々
の
陰
謀
を
企
て
た
際
に
マ
ル
ヴ
ィ
が
援
助
し
た
か
、
の
二
点

に
つ
い
て
審
問
が
始
ま
っ
た
と
報
じ
て
い
る（

（2
（

。
こ
う
し
た
記
事
は
、
大
物
政
治
家
に
さ
え
敵
の
ス
パ
イ
が
い
る
、
あ
る
い
は
党
名
の

印
象
か
ら
左
派
は
敵
の
ス
パ
イ
だ
、
と
い
っ
た
印
象
を
薄
く
読
者
に
残
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

第
三
が
通
称
ボ
ロ
ー
・
パ
シ
ャ
（Bolo Pasha

）、
本
名
ポ
ー
ル
・
ボ
ロ
ー
（Paul Bolo

）
に
関
す
る
独
探
記
事
で
あ
る
。
こ
ち
ら

は
独
探
と
し
て
処
刑
さ
れ
て
い
る
。
大
略
を
述
べ
る
と
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
出
身
で
大
戦
勃
発
以
前
か
ら
詐
欺
や
重
婚
を
行
う
な
ど
怪

し
げ
な
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
重
婚
に
よ
り
資
産
を
手
に
し
、
上
流
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
に
至
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
一
四
年
に
は
エ
ジ
プ
ト
旅
行
中
に
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
朝
最
後
の
エ
ジ
プ
ト
副
王
（khedive

）
で
あ

る
ア
ッ
バ
ー
ス
・
ヒ
ル
ミ
ー
二
世
（A

bbas II H
elm

y

）
と
懇
意
に
な
り
、
パ
シ
ャ
の
称
号
を
与
え
ら
れ
ボ
ロ
ー
・
パ
シ
ャ
と
名

乗
っ
て
い
る
。
そ
の
ヒ
ル
ミ
ー
の
財
産
管
理
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る
中
で
、
ド
イ
ツ
当
局
と
縁
が
で
き
、
フ
ラ
ン
ス
の
日
刊
新
聞

Le Journal

を
買
収
し
て
平
和
主
義
を
鼓
吹
し
て
早
期
終
戦
に
向
け
て
の
世
論
誘
導
を
行
お
う
と
し
、
そ
の
為
に
多
額
の
費
用
を
一

九
一
六
年
か
ら
一
七
年
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
駐
米
ド
イ
ツ
大
使
の
ベ
ル
ン
ス
ト
ル
フ
伯
爵
か
ら
受
け
取
っ
た
と
さ
れ
る
。

「
怪
し
げ
な
人
物
が
ド
イ
ツ
の
外
交
官
と
共
謀
し
て
新
聞
を
通
じ
た
世
論
操
作
を
行
お
う
と
し
た
」
と
い
う
如
何
に
も
大
衆
に
受
容

さ
れ
や
す
そ
う
な
話
で
あ
る
。
全
体
的
に
『
東
朝
』
の
本
件
に
関
す
る
報
道
は
記
事
数
は
多
い
が
断
片
的
で
あ
る（

（2
（

。
と
は
い
え
、

「
ジ
ュ
ル
ナ
ー
ル
紙
は
巴
里
有
数
の
大
新
聞
紙
な
る
が
独
探
ボ
ロ
ー
は
独
逸
外
務
省
の
旨
を
承
け
、
密
に
之
が
買
収
を
企
て
以
て
仏

国
内
に
非
戦
争
熱
を
鼓
吹
せ
ん
と
し
た
る
も
の
な
り
」
と
の
記
述
も
あ
り（

（2
（

、
ド
イ
ツ
政
府
が
独
探
を
通
じ
て
新
聞
に
よ
る
世
論
操
作

を
行
お
う
と
し
た
と
い
う
印
象
を
読
者
に
残
し
た
可
能
性
は
あ
る
。

　

マ
ル
ヴ
ィ
の
件
と
ボ
ロ
ー
の
件
が
一
九
一
七
年
以
降
二
四
件
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
独
探
記
事
の
ほ
ぼ
全
て
を
占
め
、
ほ
ぼ
半
々
と

な
っ
て
い
る
。
唯
一
の
例
外
が
有
名
な
独
探
マ
タ
・
ハ
リ
の
銃
殺
刑
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事（

（2
（

で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
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は
『
神
戸
』
で
も
お
お
む
ね
同
じ
で
あ
る（

（2
（

。

3
　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
独
探
に
関
す
る
報
道
に
つ
い
て

　

イ
ギ
リ
ス
関
係
の
独
探
の
記
事
数
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ（

（2
（

、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
イ
ン
ド
を
含
め
る

と
二
九
個
、
本
国
に
限
定
す
る
と
一
三
個
ほ
ど
で
あ
る
。
量
の
推
移
は
一
九
一
四
年
四
件
（
う
ち
一
件
は
カ
ナ
ダ
）、
一
九
一
五
年
一

〇
件
（
う
ち
二
件
は
イ
ン
ド
）、
一
九
一
六
年
七
件
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
五
、
カ
ナ
ダ
二
）、
一
九
一
七
年
四
件
（
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
イ

ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
一
件
づ
つ
）、
一
九
一
八
年
四
件
（
イ
ギ
リ
ス
一
、
イ
ン
ド
二
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
一
）
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
第
一
年
一
二
件
、
第
二
年
九
件
、
第
三
年
一
件
、
第
四
年
五
件
で
あ
る
。
比
較
的
起
伏
の
乏
し
い
推
移
と
な
っ
て
い
る
が
、
時

間
が
経
過
す
る
と
本
国
以
外
の
大
英
帝
国
内
の
独
探
の
記
事
が
多
数
を
占
め
た
。

　

一
九
一
四
、
一
五
年
は
雑
多
な
独
探
記
事
が
多
数
を
占
め
る
。
独
墺
探
数
百
名
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事（

（2
（

や
イ
ギ
リ
ス

の
軍
艦
が
沈
没
し
た
の
は
「
独
探
の
所
為
な
り
と
い
う
噂
最
も
高
し
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
記
事（

（3
（

、
あ
る
い
は
ロ
ン
ド
ン
学
士
院

幹
事
シ
エ
ス
タ
博
士
が
無
線
電
信
を
し
て
独
探
行
為
を
し
た
容
疑
が
全
然
事
実
無
根
と
判
明
し
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事（

（3
（

な
ど
、
イ
ギ

リ
ス
内
の
浮
足
立
っ
た
ス
パ
イ
フ
ィ
ー
バ
ー
の
様
子
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
目
立
つ
。
ま
た
日
本
人
の
英
国
か
ら
の
土
産
話
と
い
う

形
の
記
事
に
も
当
地
で
独
探
対
策
が
厳
し
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た（

（3
（

。

　

次
第
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア（

（3
（

な
ど
の
大
英
帝
国
の
周
縁
部
に
於
け
る
独
探
の
分
離
工
作
に
関
す
る
記
事

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
イ
ン
ド
に
つ
い
て
、
一
九
一
五
年
二
月
の
記
事
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
イ
ン
ド
兵
の

暴
動
は
独
探
の
扇
動
の
結
果
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る（

（3
（

。
あ
る
い
は
独
立
を
目
指
す
イ
ン
ド
の
革
命
党
が
独
探
の
援
助
を
受

け
て
お
り
イ
ン
ド
の
政
情
が
や
や
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
と
か（

（3
（

、
イ
ン
ド
の
北
部
辺
境
で
は
独
探
が
マ
リ
族
の
暴
動
を
扇
動
し
て
い

る
な
ど（

（3
（

、
イ
ン
ド
の
独
探
問
題
は
日
英
の
外
交
に
関
係
す
る
面
も
あ
り
し
ば
し
ば
紙
面
に
登
場
す
る（

（3
（

。
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ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
反
乱
扇
動
に
つ
い
て
は
特
に
ロ
ジ
ャ
ー
・
ケ
イ
ス
メ
ン
ト
（Roger Casem

ent

）
に
関
す
る
記
事
が
五
件
ほ
ど

一
九
一
六
年
四
、
五
月
に
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
ケ
イ
ス
メ
ン
ト
は
元
々
ル
ワ
ン
ダ
や
ブ
ラ
ジ
ル
の
領
事
・
総
領
事
も
務
め
た
こ
と
の

あ
る
外
交
官
で
ナ
イ
ト
の
称
号
も
持
つ
名
士
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
の
退
官
後
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
義
勇
軍
の
執
行
部
に
入
り
、
大
戦

が
始
ま
る
と
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
で
活
動
し
、
一
九
一
六
年
四
月
下
旬
の
イ
ー
ス
タ
ー
蜂
起
に
む
け
て
ド
イ
ツ
か
ら
武
器
支
援
の
約

束
を
得
て
、
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ケ
リ
ー
州
ト
ラ
リ
ー
湾
に
上
陸
し
た
と
こ
ろ
を
逮
捕
さ
れ
、
反
逆
罪
で
一
九
一

六
年
八
月
三
日
に
処
刑
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
彼
が
上
陸
の
際
に
使
っ
た
小
舟
は
王
立
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
警
察
隊
に
と
っ
て
は
大
逆
人
を

捕
え
た
勲
章
で
あ
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
の
目
に
触
れ
る
こ
と
と
な
り
一
九
二
〇
年
に
は
帝
国
戦
争
博
物
館
に
展
示
さ
れ
た
。
処
刑
後

も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
情
勢
の
記
事
に
は
ケ
イ
ス
メ
ン
ト
の
名
前
が
登
場
し
、「
独
探
」
の
用
語
は
文
中
に
な
く
と
も
ド
イ
ツ
の
陰
謀
に

話
が
及
ぶ（

（3
（

。
ド
イ
ツ
が
独
探
を
通
じ
て
国
の
内
部
や
連
合
国
間
の
離
間
工
作
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
説
の
分
か
り
や
す
い
事
例
が
こ

の
ケ
イ
ス
メ
ン
ト
事
件
で
あ
る
。『
東
朝
』
の
社
説
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
南
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
よ
う
に

警
戒
を
要
す
る
地
域
が
あ
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
排
英
気
分
を
扇
動
し
、
支
那
に
お
い
て
も
日
英
を
離
間
し
て
イ
ギ
リ
ス

を
孤
立
さ
せ
よ
う
と
い
う
ド
イ
ツ
「
得
意
の
陰
謀
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、「
在
支
英
人
諸
君
に
向
か
っ
て
、
独
逸
の
扇
動
せ
る
愛
蘭

暴
動
が
、
戦
時
の
今
日
に
当
た
り
て
、
何
事
を
吾
人
に
教
ふ
る
か
を
三
思
せ
ん
こ
と
を
望
ま
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。

こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
の
陰
謀
に
警
戒
を
促
す
形
を
取
り
つ
つ
、
日
本
の
対
中
政
策
の
正
当
性
を
理
解
す
る
よ
う
求
め
る
と
こ
ろ
に
本
音

が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
『
東
朝
』
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
独
探
報
道
の
傾
向
は
『
神
戸
』
と
類
似
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

4
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
独
探
に
関
す
る
報
道
に
つ
い
て

　

ア
メ
リ
カ
関
係
の
独
探
記
事
は
全
部
で
六
七
件
と
英
仏
よ
り
二
倍
以
上
多
い
。
量
の
推
移
を
み
る
と
一
九
一
四
年
一
件
、
一
九
一
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五
年
一
三
件
、
一
九
一
六
年
一
二
件
、
一
九
一
七
年
三
三
件
、
一
九
一
八
年
八
件
（
第
一
年
三
件
、
第
二
年
二
二
件
、
第
三
年
二
六
件
、

第
四
年
一
五
件
）
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
年
が
三
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
一
九
一
五
年
前
半
ま
で
は
非
常
に
少
な
く
、

ま
た
一
五
・
一
六
・
一
八
年
は
各
一
〇
件
前
後
な
の
に
対
し
、
一
九
一
七
年
が
極
端
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
四
年
か
ら
一
六
年
ま
で
の
二
六
件
中
お
よ
そ
半
数
近
く
は
船
舶
や
港
湾
設
備
に
対
す
る
独
探
に
よ
る
破
壊
工
作
に
関
す
る
記
事

が
占
め
る
。
こ
れ
は
実
際
に
米
国
内
の
独
探
が
連
合
国
向
け
の
輸
出
を
阻
止
し
よ
う
と
頻
繁
に
事
件
を
起
こ
し
て
い
た
可
能
性
も
あ

る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
日
本
船
も
破
壊
工
作
の
対
象
と
さ
れ
る
恐
れ
が
実
際
に
あ
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
当
事
者
意
識
を
持
ち
や
す

く
関
心
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
事
件
は
開
戦
か
ら
し
ば
ら
く
は
通
信
社
や
新
聞
社
の
現
地
特
派
員
が
送
っ

て
き
て
い
た
が（

（4
（

、
一
九
一
五
年
末
に
な
る
と
日
本
に
帰
国
し
た
日
本
船
の
船
長
や
乗
組
員
の
話
と
い
う
形
で
伝
え
ら
れ
始
め
る
。
例

え
ば
シ
ア
ト
ル
港
で
は
連
合
軍
用
の
貨
物
倉
庫
が
独
探
の
予
告
通
り
燃
や
さ
れ
、
米
国
内
の
ド
イ
ツ
系
帰
化
人
は
「
殆
ど
全
部
は
独

探
的
行
為
を
」
し
て
い
る
、
と
一
二
月
四
日
神
戸
に
入
港
し
た
日
本
郵
船
の
横
浜
丸
の
船
長
は
語
っ
て
い
る（

（4
（

。
あ
る
い
は
船
員
の
話

と
し
て
軍
需
品
を
積
ん
だ
東
洋
汽
船
の
春
洋
丸
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
出
航
当
日
に
爆
破
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ

て
い
る（

（4
（

。
桟
橋
に
係
留
中
の
同
船
の
周
り
を
挙
動
不
審
な
人
物
が
徘
徊
し
て
い
た
た
め
警
官
が
取
り
調
べ
た
と
こ
ろ
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

を
所
持
し
て
い
た
と
い
う
。
通
常
の
外
国
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
に
日
本
人
の
船
員
か
ら
語
ら
れ
る
話
は
読
者
に

独
探
の
存
在
を
リ
ア
ル
に
感
じ
さ
せ
た
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
と
日
本
を
含
む
連
合
国
間
を
航
行
す
る
船
舶
・
港
湾
施
設
へ

の
独
探
の
活
動
は
大
戦
期
間
を
通
し
て
紙
面
に
登
場
し
た
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
独
探
が
対
岸
の
火
事
で
は
な
く
、
日
本
に
も
関
係
の

あ
る
こ
と
と
し
て
読
者
に
認
識
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
は
ド
イ
ツ
系
住
民
も
多
数
存
在
す
る
う
え
、
参
戦
す
る
ま
で
は

ド
イ
ツ
人
も
自
由
に
往
来
で
き
た
。
開
戦
以
降
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
独
探
事
件
も
そ
れ
な
り
に
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
船
舶

関
連
記
事
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

加
え
て
駐
米
ド
イ
ツ
領
事
や
大
使
館
付
武
官
な
ど
公
的
な
立
場
に
あ
る
ド
イ
ツ
人
に
よ
る
独
探
行
為
も
一
九
一
五
年
後
半
か
ら
紙
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面
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
例
え
ば
前
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
駐
在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
事
ゴ
リ
カ
ル
（Joseph Goricar

）
が
「
在
米
墺
国

領
事
館
は
孰
れ
も
独
墺
探
の
本
部
な
り
」
と
談
話
を
発
表
し
た
問
題
で
米
当
局
が
調
査
を
開
始
し
た
と
報
じ
ら
れ
た（

（4
（

。
ま
た
駐
米
ド

イ
ツ
大
使
館
付
武
官
の
ボ
イ
ド
（K

arl Boy-Ed

）
海
軍
大
佐
が
ア
メ
リ
カ
沿
岸
の
ド
イ
ツ
艦
に
物
資
を
供
給
し
た
容
疑
で
裁
判
に
か

け
ら
れ
た
事
件
に
関
し
て
も
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
汽
船
会
社
の
役
員
三
名
が
独
探
容
疑
で
禁
固
刑
を
受
け
た
こ
と
な
ど
大
掛
か
り
に
事
件

が
展
開
し
て
い
く
様
子
を
複
数
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
た（

（4
（

。
こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
独
探
記
事
は
ア
メ
リ
カ
参
戦
後
も
続
く（

（4
（

。

　

一
九
一
七
年
に
ア
メ
リ
カ
の
独
探
関
係
記
事
が
激
増
し
て
い
る
の
は
米
独
国
交
断
絶
と
参
戦
が
原
因
と
み
ら
れ
る
。
参
戦
に
よ
っ

て
生
じ
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ス
パ
イ
フ
ィ
ー
バ
ー
が
日
本
の
紙
面
に
も
伝
播
し
た
と
い
え
よ
う
。
内
容
は
船
舶
や
工
場
へ
の
破
壊

工
作（

（4
（

、
労
働
者
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
扇
動（

（4
（

、
そ
し
て
米
当
局
が
取
り
締
ま
り
を
強
化（

（4
（

し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
も
の
な
ど
が
殆
ど
で
あ

る
。
な
か
に
は
切
り
傷
用
の
軟
膏
に
病
原
菌
を
混
ぜ
て
病
を
流
行
ら
せ
よ
う
と
し
た
独
探
を
カ
ン
ザ
ス
市
で
逮
捕
し
た
な
ど
と
い
う

荒
唐
無
稽
な
記
事
（
Ｕ
Ｐ
Ｉ
通
信
社
発
）
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
浮
き
足
だ
っ
た
心
理
を
示
す
最
た
る
例
と
い
え
よ
う（

（5
（

。
ま
た

南
部
諸
州
で
独
探
が
黒
人
を
扇
動
し
て
い
る
と
い
う
記
事
も
あ
り
、
こ
れ
は
前
述
し
た
イ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
反
乱
を
独
探
が

扇
動
し
た
と
い
う
記
事
と
同
種
で
あ
る
。
そ
う
し
た
独
探
に
よ
る
反
乱
扇
動
が
ど
の
程
度
事
実
だ
っ
た
か
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
記

事
を
見
て
「
さ
も
あ
り
な
ん
」
と
受
容
で
き
る
読
者
の
心
理
的
土
壌
の
存
在
、
つ
ま
り
支
配
民
族
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
人
種
に
よ
る
抑

圧
の
自
覚
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
日
支
の
離
間
を
独
探
が
試
み
て
い
る
と
い
う
記
事
は
あ
っ
て
も
、
朝

鮮
人
の
反
乱
を
独
探
が
扇
動
し
て
い
る
と
い
う
記
事
が
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
一
考
の
余
地
が
あ
る
。

　

一
九
一
七
年
の
ア
メ
リ
カ
の
独
探
記
事
に
話
を
戻
す
と
、
日
米
親
善
を
独
探
が
妨
害
し
て
い
る
と
い
う
タ
イ
プ
の
記
事
が
複
数
存

在
す
る
。
背
景
と
し
て
、
こ
の
時
期
は
対
中
政
策
を
巡
り
、
日
本
は
南
満
州
の
権
益
の
保
証
を
、
ア
メ
リ
カ
は
門
徒
開
放
・
領
土
保

全
を
互
い
に
求
め
て
い
た
。
同
時
に
ア
メ
リ
カ
は
参
戦
に
よ
っ
て
緊
密
な
日
米
連
携
を
必
要
と
し
た
一
方
で
、
日
本
も
ア
メ
リ
カ
か

ら
重
要
資
源
を
輸
出
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、
お
互
い
に
関
係
改
善
を
求
め
て
七
月
の
石
井
菊
次
郎
の
ア
メ
リ
カ
派
遣
、
そ
し
て
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九
月
か
ら
の
石
井
ラ
ン
シ
ン
グ
会
談
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
対
日
世
論
の
動
向
は
気
に
な

る
問
題
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
例
え
ば
「
全
米
に
排
日
活
動
写
真
▽
独
探
の
仕
業
」（『
東
朝
』、
一
九
一
七
年
三
月
三
一
日
）
で
は
、「
日

本
を
以
て
米
国
の
敵
な
り
と
し
、
日
本
人
を
以
て
極
悪
非
道
の
国
民
な
り
」
と
描
く
映
画
が
全
米
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
独

探
の
活
動
と
思
わ
れ
、
共
通
の
敵
を
前
に
し
て
米
政
府
は
映
画
業
者
に
対
し
て
も
日
米
親
善
を
妨
げ
る
よ
う
な
も
の
は
中
止
さ
せ
る

べ
き
だ
、
と
い
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
紙
の
論
説
を
紹
介
し
て
い
る（

（5
（

。
ま
た
石
井
と
ラ
ン
シ
ン
グ
の
会
談
に
あ
た
っ
て
は
社

説
で
「
石
井
特
使
の
繰
返
せ
る
如
く
、
全
然
独
探
の
所
業
な
る
や
否
や
は
、
多
少
詮
索
の
余
地
無
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
独
探
を
し

て
幾
分
に
て
も
、
日
米
国
交
に
水
を
指
さ
し
め
た
る
は
、
畢
竟
両
国
の
内
情
に
就
い
て
、
互
い
に
了
解
の
完
か
ら
ざ
り
し
為
な
ら
ざ

る
を
得
ず
」
と
、
日
米
間
の
摩
擦
の
原
因
が
全
て
独
探
の
せ
い
な
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
日
米
が
独
探
に
つ
け
入
る
隙
を
与
え
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
社
説
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
不
都
合
な
こ
と
は
独
探
の
せ
い
に
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、
こ
れ
は
国

を
問
わ
な
い
現
象
で
あ
る
。

5
　
ロ
シ
ア
に
お
け
る
独
探
に
関
す
る
報
道
に
つ
い
て

　

ア
メ
リ
カ
と
同
規
模
の
独
探
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
ロ
シ
ア
で
あ
り
、
全
体
で
六
五
件
確
認
で
き
る
。
時
系
列
で
量
の
推

移
を
み
る
と
一
九
一
四
年
三
件
、
一
九
一
五
年
八
件
、
一
九
一
六
年
二
件
、
一
九
一
七
年
三
七
件
、
一
九
一
八
年
一
五
件
（
第
一
年

一
〇
件
、
第
二
年
二
件
、
第
三
年
一
七
件
、
第
四
年
三
二
件
）
と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
以
上
に
一
九
一
七
年
偏
重
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
第
四
年
が
多
い
こ
と
は
一
七
年
後
半
以
降
に
記
事
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
一
七
年
三
月
に
ロ
シ
ア
革

命
が
発
生
し
て
以
降
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
関
心
が
急
激
に
高
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
以
前
に
は
極
東
ロ
シ
ア
の
国
際
都
市

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
お
け
る
独
探（

（5
（

と
有
名
な
ス
ホ
ム
リ
ノ
フ
陸
相
の
独
探
嫌
疑（

（5
（

関
連
が
半
数
を
超
え
る
。

　

一
九
一
七
年
三
月
以
降
、
革
命
に
よ
り
不
安
定
な
情
勢
が
発
生
す
る
と
、
政
治
変
動
は
独
探
と
関
連
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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革
命
勃
発
当
初
は
ロ
シ
ア
皇
后
独
探
説
が
『
東
朝
』
に
も
登
場
す
る
。
例
え
ば
皇
后
が
独
探
と
共
に
薬
を
酒
に
い
れ
て
皇
帝
に
飲
ま

せ
て
昏
睡
さ
せ
、
そ
の
間
に
秘
密
書
類
や
地
図
を
盗
み
、
あ
る
い
は
偽
の
命
令
書
を
作
り
戦
地
に
発
し
、
併
せ
て
ド
イ
ツ
に
も
そ
の

こ
と
を
通
知
し
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
た
と
い
う
荒
唐
無
稽
な
記
事
が
み
ら
れ
る（

（5
（

。
し
か
し
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
暴
動
は
独
探

に
民
衆
や
兵
士
が
扇
動
さ
れ
た
せ
い
だ
と
い
う
論
調
に
変
化
す
る（

（5
（

。
革
命
を
起
こ
す
と
き
に
は
民
衆
を
焚
き
つ
け
る
た
め
に
王
侯
と

独
探
の
関
係
を
鼓
吹
し
、
臨
時
政
府
が
成
立
し
て
か
ら
は
独
探
に
惑
わ
さ
れ
る
な
と
民
衆
を
落
ち
着
け
る
た
め
に
叫
ぶ
革
命
派
勢
力

の
情
報
戦
が
そ
の
ま
ま
独
探
報
導
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
寄
り
合
い
所
帯
の
臨
時
政
府
は
確
固
と
し
た
統
治
体
制
を
築

く
ど
こ
ろ
か
、
夏
の
終
わ
り
に
は
政
権
は
崩
壊
し
か
か
っ
て
い
た（

（5
（

。
国
内
の
治
安
は
悪
化
し
、
臨
時
政
府
に
参
加
し
な
か
っ
た
ボ
リ

シ
ェ
ビ
キ
が
台
頭
し
て
く
る
と
、
今
度
は
そ
の
レ
ー
ニ
ン
派
が
独
探
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
八
月

一
九
日
の
社
説
は
「
レ
ー
ニ
ン
一
派
の
社
会
党
は
、
今
や
独
探
と
し
て
露
国
民
の
排
斥
す
る
所
と
な
り
」
と
紹
介
し
て
い
る（

（5
（

。
あ
る

い
は
勝
田
主
計
蔵
相
が
「
レ
ー
ニ
ン
一
派
の
如
き
は
既
に
独
探
と
し
て
内
外
に
危
険
視
」
さ
れ
て
い
る
と
演
説
で
述
べ
る
よ
う
に（

（5
（

、

ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
を
独
探
と
す
る
見
方
は
当
時
の
日
本
社
会
で
も
周
知
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
は
彼
等
を

操
っ
て
露
独
の
講
和
に
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
る
と
い
う
観
測
が
な
さ
れ
て
い
た（

（6
（

。
秋
に
は
ロ
シ
ア
か
ら
退
避
し
て
き
た
日
本
人
か

ら
も
ロ
シ
ア
国
内
に
如
何
に
独
探
が
跋
扈
し
て
い
る
か
が
語
ら
れ
る（

（6
（

。
一
九
一
七
年
末
ま
で
は
こ
の
調
子
で
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
臨

時
政
府
の
目
線
で
「
独
探
」
が
認
定
さ
れ
、
そ
れ
が
『
東
朝
』
の
紙
面
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
臨
時
政
府
は
基
本
的

に
は
戦
争
継
続
を
掲
げ
て
お
り
、
連
合
国
に
と
っ
て
も
そ
れ
で
都
合
が
よ
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
情
報
戦
の
側
面
を
感
じ
さ
せ
る

一
方
で
、
レ
ー
ニ
ン
が
ド
イ
ツ
の
手
引
き
で
四
月
に
ロ
シ
ア
に
送
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
な
の
で
、
一
概
に
た
だ
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
『
東
朝
』
紙
面
に
お
い
て
は
ロ
シ
ア
の
独
探
と
い
っ
て
も
欧
露
方
面
が
関
心
を
集
め
て
い
た
が
、
一
九
一
八
年
に
入
る

と
劇
的
に
極
東
ロ
シ
ア
・
シ
ベ
リ
ア
及
び
満
蒙
方
面
関
連
の
も
の
が
中
心
と
な
る
。
一
九
一
七
年
一
二
月
一
五
日
に
ド
イ
ツ
と
ボ
リ
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シ
ェ
ビ
キ
政
府
の
休
戦
が
成
立
し
、
ロ
シ
ア
の
戦
線
離
脱
に
よ
る
ド
イ
ツ
勢
力
の
東
漸
が
日
本
国
内
に
お
い
て
警
戒
さ
れ
始
め
る
こ

と
が
そ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
一
八
年
一
月
三
日
に
は
ハ
ル
ビ
ン
特
派
員
発
の
情
報
と
し
て
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
全
シ
ベ
リ

ア
諜
報
局
と
も
称
す
べ
き
独
探
本
部
発
見
さ
れ
、
独
参
謀
本
部
の
指
令
を
受
け
て
「（
一
）
日
本
の
行
動
探
諜
（
二
）
日
本
に
対
し

出
兵
の
口
実
を
造
ら
し
め
ざ
る
様
努
力
す
る
事
（
三
）
過
激
派
政
府
と
独
逸
政
府
と
何
等
の
関
係
な
き
様
世
人
を
し
て
信
ぜ
し
む
べ

く
努
力
す
る
事
」
な
ど
に
つ
い
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
在
露
ド
イ
ツ
人
を
使
用
し
て
シ
ベ
リ
ア
、
支
那
、
蒙
古
に
至
る
ま
で
ス
パ
イ
を
活

動
さ
せ
て
い
る
、
と
報
じ
た（

（6
（

。
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
は
こ
の
あ
と
も
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
独
探
の
本
拠
地
と
さ
れ（

（6
（

、
た
び
た
び
独
探
関
係

記
事
に
登
場
す
る
。
そ
の
本
部
に
指
揮
さ
れ
た
独
探
が
満
州
へ
侵
入
し
て
く
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（6
（

。
四
月
に
日
英
が

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
海
軍
陸
戦
隊
を
上
陸
さ
せ
る
と
、
日
本
は
東
部
シ
ベ
リ
ア
を
占
領
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
独
探
が
噂
を
流
し
日

露
間
を
争
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
記
事
や（

（6
（

、
い
わ
ゆ
る
シ
ベ
リ
ア
出
兵
が
間
近
と
な
っ
た
七
月
に
は
チ
ェ
コ
軍
が

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
や
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
独
探
を
警
戒
し
て
い
る
と
の
記
事
も
見
ら
れ
る（

（6
（

。
こ
の
よ
う
に
一
九
一
八
年
に
入
る
と
日
本

の
対
ロ
政
策
動
向
を
背
景
に
し
た
独
探
記
事
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
『
神
戸
』
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
ロ
シ
ア
系
独
探
が
満

州
を
超
え
て
日
本
に
入
っ
て
く
る
可
能
性
や
在
日
ロ
シ
ア
人
が
独
探
と
し
て
活
動
す
る
可
能
性
に
関
す
る
警
戒
感
は
『
東
朝
』
に
は

み
ら
れ
な
い
。
地
元
警
察
の
外
事
課
が
独
探
を
警
戒
し
て
い
る
様
子
を
積
極
的
に
報
じ
る
『
神
戸
』
に
対
し
て
、『
東
朝
』
で
は
国

際
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
独
探
が
登
場
し
、
情
報
源
も
海
外
特
派
員
や
海
外
の
新
聞
社
・
通
信
社
で
あ
る
た
め
、
独
探
に
対
す
る
距
離
感

が
遠
く
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
地
域
に
お
け
る
独
探
や
ロ
シ
ア
の
独
探
に
関
す
る
報
道
お
い
て
、『
神
戸
』
と
の
報
道
姿
勢
の
差
異

が
分
か
り
や
す
く
出
た
と
い
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
『
東
朝
』
に
お
け
る
独
探
関
係
記
事
の
整
理
と
分
類
を
行
っ
た
。『
神
戸
』
と
比
べ
る
と
、『
東
朝
』
に
は
地
元
に
出
没

す
る
独
探
ニ
ュ
ー
ス
に
乏
し
く
、
海
外
の
独
探
記
事
の
方
が
充
実
し
て
い
る
。
戦
争
初
期
に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
地
元
の
独
探
事
件

を
経
験
し
た
『
神
戸
』
読
者
に
比
べ
る
と
、
独
探
は
遠
く
の
出
来
事
と
し
て
『
東
朝
』
読
者
に
受
容
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
し
か

し
、
そ
の
豊
富
な
海
外
情
報
に
よ
っ
て
ス
パ
イ
行
為
の
内
容
が
具
体
的
に
見
え
て
く
る
。
つ
ま
り
海
運
や
各
種
生
産
施
設
へ
の
破
壊

工
作
、
連
合
国
間
の
不
和
を
狙
っ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
、
被
支
配
民
族
の
反
乱
支
援
な
ど
で
あ
る
。『
神
戸
』
で
も
そ
れ
は
う
か

が
え
た
が
、
海
外
の
独
探
報
道
が
多
い
『
東
朝
』
で
は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
イ
ス
メ
ン
ト
事
件
、
フ
ラ
ン
ス
の
ボ

ロ
ー
事
件
、
ア
メ
リ
カ
の
ボ
イ
ド
事
件
の
よ
う
に
実
際
に
独
探
行
為
が
発
覚
し
処
罰
さ
れ
た
事
件
は
摘
発
さ
れ
た
「
独
探
」
に
実
態

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
認
識
上
は
ス
パ
イ
の
存
在
が
現
実
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に
印
象
づ
け
た
だ
ろ
う
。
た
だ

の
一
時
的
な
パ
ニ
ッ
ク
症
状
で
終
わ
っ
た
露
探
騒
動
に
比
べ
て
、
戦
時
に
お
い
て
備
え
る
べ
き
脅
威
と
し
て
様
々
な
例
を
「
独
探
」

は
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
日
本
人
の
「
独
探
」
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
を
示
す
記
事
を
一
つ
紹
介
し
た
い
。
一
九
一
八
年
七
月
、
東
部
戦
線
の
兵
を
西
部

に
廻
し
て
行
っ
た
ド
イ
ツ
の
春
季
攻
勢
が
失
敗
に
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
ろ
の
、『
東
朝
』
の
投
書
記
事
で
あ
る（

（6
（

。
華
族
を
含
む

一
〇
名
ほ
ど
の
ド
イ
ツ
洋
行
経
験
の
あ
る
医
者
の
集
ま
り
「
独
逸
の
夕
」
は
開
戦
以
来
中
止
に
な
っ
て
い
た
が
、
六
月
末
に
東
京
在

住
の
ド
イ
ツ
人
を
招
待
し
て
、
ド
イ
ツ
語
で
話
し
、
ド
イ
ツ
の
歌
や
踊
り
、
ド
イ
ツ
式
宴
会
を
派
手
に
行
っ
た
こ
と
を
、
投
書
は
非

難
し
て
い
る
。「
欧
州
線
上
に
於
け
る
我
連
盟
国
は
最
後
の
血
の
一
滴
を
も
絞
り
尽
く
さ
ん
と
し
て
危
う
い
戦
い
」
を
し
て
い
る
時

に
、「
困
っ
た
名
士
や
華
族
様
で
は
な
い
か
」、
あ
る
「
外
字
新
聞
は
二
段
抜
き
で
皮
肉
に
報
道
し
た
」
と
嘆
く
。
こ
の
投
書
に
よ
る

と
、
こ
の
会
は
「
独
探
と
間
違
わ
れ
な
い
よ
う
」
に
「
前
以
て
然
る
可
き
筋
の
意
向
を
」
確
認
し
た
う
え
で
開
催
さ
れ
た
そ
う
で
あ
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る
。
事
前
に
参
加
者
が
当
局
に
開
催
の
可
否
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
独
探
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る

気
持
ち
が
確
か
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
実
際
日
本
社
会
に
お
い
て
批
判
の
対
象
だ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
記
事
は
示
し

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
や
外
出
自
粛
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
に
ノ
ー
マ
ス
ク
で
宴
会
を
開
い
た
者
に
対

し
て
行
わ
れ
た
批
判
と
似
た
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
。
独
探
を
忌
む
気
持
ち
が
社
会
に
存
在
し
て
お
り
、
ひ
い
て
は
大

戦
に
対
す
る
関
心
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。

　

独
探
問
題
は
、
流
言
と
大
衆
心
理
、
政
府
の
流
言
対
策
、
戦
時
の
情
報
戦
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
在
留
敵
国
人
問
題
な
ど
発
展
的
な

テ
ー
マ
に
繫
が
る
多
様
な
側
面
と
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
引
き
続
き
基
礎
的
な
整
理
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
稿
で
行
っ
た
整
理
や
分
析
は
「
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
基
に
し
た
限
り
で
は
」
と
い
う
留
保
付
き
の
暫
定

的
な
も
の
で
あ
る
。
偏
る
こ
と
な
く
無
作
為
に
記
事
が
検
索
か
ら
漏
れ
て
い
る
場
合
は
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
本
稿
の
整
理
は
あ
る

程
度
有
効
性
を
保
ち
う
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
本
稿
の
妥
当
性
は
大
き
く
低
下
す
る
。
対
象
期
間
の
紙
面
を
実
際
に
調
査
し
改

訂
を
行
い
た
い
。

（
1
）　

ス
パ
イ
・
フ
ィ
ー
バ
ー
に
関
し
て
は
差
し
当
た
りBischoff, Sebastian: Spy Fever 1914 , in: 1914-1918-online. 

International Encyclopedia of the First W
orld W

ar, ed. by U
te D

aniel, Peter Gatrell, O
liver Janz, H

eather Jones, 
Jennifer K

eene, A
lan K

ram
er, and Bill N

asson, issued by Freie U
niversität Berlin, Berlin 2019-03-25. D

O
I: 10.15463/

ie 1418.11355.

と
そ
の
参
考
文
献
。

（
2
）　

奥
武
則
『
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
―
日
露
戦
争
期
の
「
露
探
」』（
中
公
文
庫
、
二
〇
一
一
年
）
二
四
八
―

二
五
一
頁
。
本
書
は
『
露
探
―

日
露
戦
争
期
の
メ
デ
ィ
ア
と
国
民
意
識
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
七
年
）
の
再
刊
で
あ
り
、
若
干
の
補
筆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ほ

か
に
露
探
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
は
牧
原
憲
夫
「
覚
書　
1​

9​

0​

7
年
「
露
探
」
刺
殺
事
件
」（『
東
京
経
済
大
学
人
文
自
然
科
学
論
集
』
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第
一
一
六
号
、
二
〇
〇
三
年
）、
藤
野
裕
子
「
日
露
講
和
問
題
を
め
ぐ
る
政
治
運
動
と
民
衆
の
動
向
―
日
比
谷
焼
打
事
件
再
考
に
む
け
て
」

（『
民
衆
史
研
究
』
第
六
六
号
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
）。
吉
村
道
男
『
増
補　
日
本
と
ロ
シ
ア
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
一
年
）、
吉

村
道
男
「
露
探
と
日
本
社
会
」（『
歴
史
読
本
』
第
四
九
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
四
年
四
月
）。

（
3
）　

新
保
邦
寛
「「
独
探
」
を
読
む
―
〈
谷
崎
も
の
〉
と
い
う
形
式
」（『
稿
本
近
代
文
学
』
第
二
一
集
一
九
九
六
年
一
月
）。
風
巻
景
次
郎
、

吉
田
精
一
編
『
谷
崎
潤
一
郎
の
文
学
』（
塙
書
房
、
一
九
五
四
年
）
三
五
一
―

三
五
二
頁
。
中
村
光
夫
『
谷
崎
潤
一
郎
論
』（
新
潮
社
、
一

九
五
六
年
）
一
三
三
―

一
三
八
頁
。
千
葉
俊
二
「
解
説　

彼
方
へ
の
憧
れ
」（『
潤
一
郎
ラ
ビ
リ
ン
ス
6　

異
国
綺
談
』
中
央
公
論
社
、
一

九
九
八
年
）
三
〇
九
―

三
一
九
頁
。
野
崎
歓
「
フ
ラ
ン
ス
語
入
門
―
「
独
探
」」（『
谷
崎
潤
一
郎
と
異
国
の
言
語
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇

三
年
）
一
五
―

四
八
頁
、
二
〇
一
五
年
に
中
公
文
庫
と
し
て
再
刊
。

（
4
）　

福
岡
大
祐
「
追
放
さ
れ
た
「
ス
パ
イ
」
―
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
独
墺
人
強
制
追
放
と
谷
崎
潤
一
郎
「
独
探
」」（
20
世
紀
メ

デ
ィ
ア
研
究
所
『Intelligence
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）。

（
5
）　
『
神
戸
新
聞
』
に
現
れ
た
独
探
報
道
に
つ
い
て
は
近
く
公
刊
予
定
の
別
稿
に
て
扱
っ
て
お
り
、
本
稿
で
言
及
す
る
『
神
戸
』
に
関
す

る
こ
と
は
そ
ち
ら
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
6
）　
「
墺
探
」
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
軍
事
探
偵
を
指
す
。
他
に
も
袁
世
凱
の
ス
パ
イ
を
指
す
「
袁
探
」
や
、
逆
に
日
本
の
ス
パ
イ
を
指
す

「
日
探
」
な
ど
の
言
葉
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
上
で
使
わ
れ
て
い
る
。

（
7
）　
「
独
探
の
支
人
取
調
」『
東
朝
』
一
九
一
四
年
九
月
一
日
。
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
以
下
の
注
釈
で
は
『
東
朝
』
の
標
記
を
省
略
す
る
。

新
聞
記
事
の
明
記
が
無
い
記
事
は
全
て
『
東
朝
』
の
記
事
で
あ
る
。

（
8
）　
「
我
が
軍
に
捕
は
れ
し
独
探
の
支
那
人
」
一
九
一
四
年
一
〇
月
一
日
。

（
9
）　

美
土
路
特
派
員
（
一
〇
月
二
日
発
、
陸
軍
省
検
閲
済
）「
油
断
な
ら
ぬ
支
那
人
独
探
▽
我
が
○
○
○
を
狙
撃
」
一
〇
月
一
三
日
。

（
10
）　
「
膠
州
湾
攻
囲
▲
攻
囲
戦
現
況
▽
不
埒
な
る
支
那
人
独
探
」
一
〇
月
一
三
日
。
独
探
支
那
人
に
関
す
る
記
事
は
他
に
：「
独
探
捕
へ
ら

る
」
一
九
一
四
年
九
月
九
日
、「
膠
州
湾
攻
囲
▲
独
探
十
名
捕
縛
」
一
九
一
四
年
一
〇
月
一
七
日
、「
膠
州
湾
攻
囲
▲
独
探
の
横
行
▽
日
本

商
人
侮
辱
さ
る
」
一
九
一
四
年
一
〇
月
二
一
日
、「
支
那
の
新
提
議
▽
独
探
の
処
分
方
」
一
九
一
四
年
一
〇
月
二
三
日
。

（
11
）　
「
独
探
の
嫌
疑
を
受
け
し
予
備
大
尉
▽
憲
兵
隊
の
取
調
」
一
九
一
四
年
九
月
一
〇
日
。

（
12
）　
「
怪
し
き
外
人
の
動
静
▲
次
も
独
探
嫌
疑
者
」
一
九
一
四
年
九
月
一
日
、「
独
探
の
嫌
疑
者
▽
日
独
人
の
混
血
児
」
一
九
一
四
年
九
月
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二
日
。
横
浜
を
含
め
て
も
、
三
一
日
に
横
浜
に
入
港
し
た
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
号
に
は
独
探
嫌
疑
の
外
人
七
名
が
乗
船
と
の
噂
が
あ
り
、
水
上

署
は
刑
事
と
通
訳
が
乗
り
込
み
取
調
べ
を
し
た
が
要
領
を
得
ず
、
私
服
巡
査
を
つ
け
て
監
視
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
し

か
な
い
（「
怪
し
き
外
人
の
動
静
▲
マ
号
の
独
探
捜
査
」
一
九
一
四
年
九
月
一
日
）。

（
13
）　

粟
屋
憲
太
郎
、
中
園
裕
編
『
国
際
検
察
局
押
収
重
要
文
書　
③　
内
務
省
新
聞
記
事
差
止
資
料
集
成　
第
一
巻
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
六
年
）
六
九
―

七
〇
頁
所
収
。

（
14
）　
「
内
地
で
活
躍
せ
る
独
探
は
羅
馬
尼
人
が
多
い
＝
宣
教
師
も
音
楽
家
も
怪
し
い
◇
意
想
外
の
暗
号
電
報
」
一
九
一
八
年
一
月
二
八
日
。

（
15
）　

横
浜
か
ら
の
退
去
と
し
て
「
独
探
行
為
の
一
斑
▽
五
外
人
の
性
行
」
一
九
一
五
年
二
月
一
七
日
、「
独
探
苦
肉
の
策
▽
英
人
ボ
ー
ル

退
去
▽
替
玉
を
使
ひ
損
ふ
」
一
九
一
五
年
二
月
二
六
日
、「
居
残
り
独
探
退
去
▽
昨
夜
中
米
船
に
乗
る
」
一
九
一
五
年
二
月
二
八
日
、「
独

探
に
退
去
命
令　

米
水
兵
を
煽
て
て
問
題
を
起
す
」
一
九
一
六
年
八
月
一
四
日
。
長
崎
か
ら
の
も
の
と
し
て
「
長
崎
の
二
独
探
▽
退
去
を

命
ぜ
ら
る
」
一
九
一
五
年
一
一
月
二
九
日
、「
独
探
退
去
す
」
一
九
一
五
年
一
二
月
三
日
。
東
京
か
ら
の
退
去
で
は
「
帝
都
に
在
り
し
三

名
の
独
探
▽
昨
日
退
去
を
命
ず
」
一
九
一
五
年
三
月
一
六
日
が
あ
り
、
こ
の
三
名
の
中
の
一
人
が
谷
崎
『
独
探
』
の
題
材
に
な
っ
た
オ
ー

ス
ト
リ
ア
人
シ
ャ
ッ
ツ
・
マ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。

（
16
）　
「
怪
し
き
外
人
の
動
静
▲
次
も
独
探
嫌
疑
者
」
一
九
一
四
年
九
月
一
日
、「
独
探
の
嫌
疑
者
▽
日
独
人
の
混
血
児
」
一
九
一
四
年
九
月

二
日
、「
独
探
か
▽
煙
突
の
上
か
ら
砲
兵
工
廠
撮
影
」
一
九
一
六
年
三
月
二
九
日
。

（
17
）　
「
独
探
に
退
去
命
令　
米
水
兵
を
煽
て
て
問
題
を
起
す
」
一
九
一
六
年
八
月
一
四
日
、「
支
那
留
学
生
と
独
探
▽
支
那
号
の
船
内
捜
査
」

一
九
一
六
年
九
月
一
五
日
。

（
18
）　
「
時
計
塔
中
の
独
探
▽
指
針
を
動
か
し
連
類
に
信
号
」
一
九
一
四
年
一
〇
月
一
日
、「
独
探
の
暗
号
牝
牛
の
図
」
一
九
一
四
年
一
〇
月

八
日
。

（
19
）　
「
独
逸
立
聞
団
編
成
▽
ア
ル
サ
ス
独
探
充
満
」
一
九
一
六
年
八
月
九
日
は
こ
の
典
型
で
あ
る
。
ま
た
「
婦
人
独
探
死
刑
」
一
九
一
四

年
一
〇
月
二
七
日
で
は
場
所
に
つ
い
て
「
北
フ
ラ
ン
ス
」
と
だ
け
あ
る
が
占
領
地
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
20
）　
「
仏
国
内
務
卿
辞
職
▽
独
探
事
件
嫌
疑
の
為
め
か
」
一
九
一
七
年
九
月
三
日
、「
仏
内
閣
の
危
機
▽
内
相
辞
職
の
結
果
」
一
九
一
七
年

九
月
九
日
、
社
説
「
仏
蘭
西
の
政
局
（
新
内
閣
漸
く
成
立
）」
一
九
一
七
年
九
月
一
六
日
、「
仏
国
社
会
党
大
会
▽
政
不
信
任
案
可
決
」
一

九
一
七
年
一
〇
月
一
〇
日
、「
仏
国
内
閣
改
造
勧
告
」
一
九
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日
、「
仏
国
内
閣
瓦
解
▽
主
因
は
内
政
問
題
」
一
九
一
七
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年
一
一
月
一
六
日
、「
仏
首
相
独
探
事
件
調
査
」
一
九
一
七
年
一
二
月
一
日
、「
仏
国
独
探
事
件
拡
大
▽
カ
イ
ヨ
ー
等
起
訴
さ
れ
ん
」
一
九

一
七
年
一
二
月
一
四
日
、「
仏
国
社
会
党
の
宣
言
▽
司
法
公
正
の
希
望
」
一
九
一
八
年
一
月
二
〇
日
、「
仏
上
院
独
探
事
件
審
問
」
一
九
一

八
年
一
月
二
四
日
、「
社
会
党
デ
将
軍
避
難
▽
政
府
信
任
固
し
」
一
九
一
八
年
二
月
一
一
日
。

（
21
）　

ミ
シ
ェ
ル
・
ヴ
ィ
ノ
ッ
ク
著
、
大
嶋
厚
訳
『
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
』（
作
品
社
、
二
〇
二
三
年
）
四
五
四
頁
。

（
22
）　

前
掲
ヴ
ィ
ノ
ッ
ク
『
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
』
四
六
五
頁
。

（
23
）　
「
社
会
党
デ
将
軍
避
難
▽
政
府
信
任
固
し
」（
一
九
一
八
年
一
月
二
四
日
）。

（
24
）　
「
独
逸
外
交
団
の
陰
謀
」
一
九
一
七
年
一
〇
月
九
日
、「
独
探
ボ
ロ
・
パ
シ
ャ
」
一
九
一
七
年
一
〇
月
一
〇
日
、「
巴
里
独
探
審
問
開

始
」
一
九
一
八
年
二
月
七
日
、「
別
報
」
一
九
一
八
年
二
月
七
日
、「
独
探
ボ
ロ
パ
シ
ヤ
死
刑
」
一
九
一
八
年
二
月
一
七
日
、「
ボ
ロ
ー
死

刑
に
歓
呼
」
一
九
一
八
年
二
月
一
九
日
、「
独
探
ボ
ロ
ー
の
裁
判
」
一
九
一
八
年
二
月
二
〇
日
、「
独
探
問
題
討
議
」
一
九
一
八
年
二
月
二

六
日
、「
ボ
ロ
ー
死
刑
延
期
」
一
九
一
八
年
四
月
一
一
日
、「
ボ
ロ
ー
死
刑
執
行
」
一
九
一
八
年
四
月
一
九
日
、「
独
探
ボ
ロ
ー
銃
殺
」
一

九
一
八
年
四
月
二
二
日
。

（
25
）　
「
ジ
ュ
ル
ナ
ル
紙
前
社
長
拘
引
▽
独
探
ボ
ロ
ー
事
件
に
関
与
」
一
九
一
八
年
二
月
二
一
日
。

（
26
）　
「
独
探
女
優
の
銃
殺
◇
巴
里
に
て
捕
は
れ
し
舞
踏
家
」
一
九
一
七
年
一
〇
月
一
八
日
。

（
27
）　

外
務
省
の
資
料
に
も
ボ
ロ
ー
や
マ
ル
ヴ
ィ
ー
の
事
件
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
関
心
を
集
め
た
事
件
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
ボ
ロ
」
事
件　
「
マ
ル
ヴ
ィ
ー
」
対
「
ド
ー
デ
」
事
件
附
」
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. B08090125600

、
欧

州
戦
争
関
係
書
類
仮
綴
／
仏
国
独
探
事
件
（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

（
28
）　

カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
は
反
乱
・
分
離
工
作
よ
り
も
、
オ
タ
ワ
の
国
会
議
事
堂
や
軍
需
品
工
場
に
対
す
る
破
壊
工
作
や
無
線
に
よ
る
情
報

収
集
や
船
舶
に
対
す
る
攻
撃
と
い
っ
た
タ
イ
プ
が
み
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
独
探
記
事
と
類
似
の
傾
向
が
あ
る
。「
加
奈
陀
の
独
探
」
一
九

一
四
年
一
一
月
八
日
、「
議
会
椿
事
と
其
原
因
▽
爆
弾
を
用
ひ
し
独
探
の
放
火
」
一
九
一
六
年
二
月
七
日
、「
独
探
軍
需
品
会
社
を
焼
く
」

一
九
一
六
年
二
月
七
日
、「
加
奈
陀
船
舶
出
入
厳
戒
▽
横
浜
貨
客
検
査
係
特
設
」
一
九
一
七
年
八
月
三
日
。

（
29
）　
「
独
墺
探
数
百
名
捕
縛
」
一
九
一
四
一
〇
月
二
四
日
。

（
30
）　
「
英
艦
沈
没
は
独
探
」
一
九
一
四
年
一
一
月
二
九
日
、「
英
艦
爆
沈
原
因
調
査
」
一
九
一
四
年
一
一
月
三
〇
日
。

（
31
）　
「
シ
博
士
嫌
疑
晴
る
」
一
九
一
五
年
一
月
二
八
日
。
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（
32
）　
「
大
戦
争
と
英
国
▽
宍
戸
逓
信
管
理
局
長
談
」
一
九
一
五
年
一
月
一
八
日
、「
彼
も
独
探
是
も
独
探
▽
神
経
の
昂
つ
た
英
人
」
一
九
一

五
年
一
月
二
六
日
、「
太
刀
献
上
記　
九　

出
発
迄
の
ど
さ
く
さ　

楚
人
冠
」
一
九
一
五
年
四
月
二
八
日
、「
バ
タ
の
臭
（
五
）
無
名
氏
」

一
九
一
七
年
一
一
月
六
日
。

（
33
）　
「
豪
州
独
探
跋
扈
▽
盛
に
過
激
分
子
を
煽
動
す
」
一
九
一
八
年
五
月
三
日
。

（
34
）　
「
軍
艦
二
隻
急
派
▽
新
嘉
坡
暴
動
」
一
九
一
五
年
二
月
一
九
日
。

（
35
）　
「
印
度
動
乱
な
し
▽
革
党
蠢
動
は
事
実
」
一
九
一
五
年
一
一
月
一
四
日
。

（
36
）　
「
印
度
不
穏
重
大
」
一
九
一
八
年
三
月
二
三
日
。
ほ
か
に
「
印
度
の
形
勢
」
一
九
一
八
年
八
月
二
三
日
な
ど
。

（
37
）　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
イ
ン
ド
人
兵
士
反
乱
や
イ
ン
ド
独
立
運
動
と
ド
イ
ツ
の
関
与
に
つ
い
て
は
差
し
当
た
り
、D

on K
. 

D
ignan, “T

he H
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m

erican Relations during W
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ar I,” Pacific H
istorical R

eview
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）: 57-76. Giles T
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eview
 17-3 （A

ug 1948

）: 
299- 310. H
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aren A
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R
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arl H

oover, “T
he H

indu Conspiracy in California, 1913-1918,” G
erm

an Studies 
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ay, 1985
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N
asson, issued by Freie U

niversität Berlin, Berlin 2015-10-29. D
O

I: 10.15463/ie1418.10753.

大
山
梓
「
新
嘉
坡
暴
動
〔
一

九
一
五
年
二
月
〕
と
領
事
報
告
」（『
政
経
論
叢
』
三
九
巻
一
・
二
号
、
一
九
七
一
年
三
月
）
七
三
―
八
八
頁
、
桑
島
昭
「
第
一
次
世
界
大

戦
と
ア
ジ
ア
―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
イ
ン
ド
兵
の
反
乱
（1915

）」（『
大
阪
外
国
語
大
学
学
報
』
六
九
号
、
一
九
八
五
年
）
二
三
―

四
八
頁
。

（
38
）　
「
独
艦
愛
蘭
に
沈
没
」
一
九
一
六
年
四
月
二
六
日
、「
愛
蘭
の
暴
動
▽
根
柢
浅
か
ら
ず
」
一
九
一
六
年
四
月
二
七
日
、「
独
探
公
判
開

始
さ
る
▽
独
探
の
売
国
演
説
摘
発
」
一
九
一
六
年
五
月
一
七
日
、「
独
探
公
判
開
始
さ
る
▽
独
探
の
売
国
演
説
摘
発
」
一
九
一
六
年
五
月

一
八
日
、「
独
探
公
判
光
景
」
一
九
一
六
年
五
月
一
八
日
。

　

ケ
イ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
主
に
、JapanK

now
ledge Lib

か
ら
岩
波
世
界
人
名
大
辞
典
の
記
述
とK

erry County m
useum

の

H
P

：http://kerrym
useum

.ie/

か
らhttp://kerrym

useum
.ie/m

useum
/w

p-content/uploads/2020/03/Casem
ent-in-

K
erry-A

-Revolutionary-Journey.pdf

を
参
照
し
た
（
閲
覧
日
二
〇
二
三
年
一
一
月
二
三
日
）。

（
39
）　

例
え
ば
「
愛
蘭
反
乱
陰
謀
」
一
九
一
八
年
五
月
二
三
日
、「
連
合
側
事
情
▲
愛
蘭
陰
謀
陳
述
書
」
一
九
一
八
年
五
月
二
八
日
。

（
40
）　

社
説
「
英
国
の
内
憂
（
独
逸
煽
動
の
暴
動
）」
一
九
一
六
年
四
月
二
八
日
。

（
41
）　

早
い
も
の
だ
と
「
放
火
独
探
拘
引
」（
一
九
一
五
年
四
月
三
日
）
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ル
・
ア
ー
ブ
ル
に
向
か
う
仏
国
汽
船
が
洋

上
で
火
災
を
起
こ
し
、
容
疑
者
は
米
国
旅
券
持
ち
の
独
探
嫌
疑
者
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

（
42
）　
「
在
米
独
探
の
大
胆
」
一
九
一
五
年
一
二
月
七
日
。

（
43
）　
「
独
探
の
爆
発
を
免
れ
し
春
洋
丸　

独
探
嫌
疑
者
乗
船
」
一
九
一
五
年
一
二
月
八
日
。

（
44
）　
「
在
米
独
墺
探
の
策
源
地
▽
前
墺
国
領
事
の
口
禍
」
一
九
一
五
年
一
一
月
一
五
日
。

（
45
）　
「
在
米
独
探
の
裁
判
」
一
九
一
五
年
一
一
月
二
六
日
、「
独
探
公
判
内
容
」
一
九
一
五
年
一
一
月
二
七
日
、「
漢
米
汽
船
支
店
長
有
罪
」

一
九
一
五
年
一
二
月
五
日
。「
漢
米
汽
船
役
員
宣
告
」
一
九
一
五
年
一
二
月
七
日
。

（
46
）　

一
番
最
後
の
も
の
で
「
在
米
独
探
密
計
暴
露
」
一
九
一
八
年
一
〇
月
二
三
日
は
前
駐
米
ド
イ
ツ
大
使
ベ
ル
ン
ス
ト
ル
フ
が
連
合
国
へ

の
軍
需
品
製
造
・
輸
送
を
妨
害
す
る
種
々
の
工
作
を
行
っ
て
い
た
と
す
る
米
政
府
の
発
表
を
伝
え
て
い
る
。

（
47
）　

例
え
ば
「
独
探
の
陰
謀
露
顕
▽
軍
需
品
移
出
を
阻
止
せ
ん
と
す
」
一
九
一
七
年
七
月
五
日
。

（
48
）　

例
え
ば
コ
ロ
ラ
ド
の
炭
鉱
で
金
銭
を
散
布
し
ス
ト
を
繰
り
返
し
起
こ
し
た
罪
で
独
探
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
「
独
探
逮
捕
さ
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る
」
一
九
一
七
年
七
月
九
日
。

（
49
）　
「
独
探
続
々
逮
捕
」
一
九
一
七
年
四
月
一
〇
日
。

（
50
）　
「
膏
薬
に
病
菌
を
塗
布
し
て
▽
悪
病
伝
染
を
企
て
た
独
探
」
一
九
一
七
年
七
月
二
一
日
。

（
51
）　
「
全
米
に
排
日
活
動
写
真
▽
独
探
の
仕
業
」
一
九
一
七
年
三
月
三
一
日
。

（
52
）　

社
説
「
日
米
交
渉
如
何
（
経
済
的
接
近
）」
一
九
一
七
年
九
月
二
九
日
。
こ
の
ほ
か
に
独
探
に
よ
る
日
米
離
間
を
指
摘
す
る
記
事
と

し
て
「
独
探
日
米
離
間
確
証
▽
森
山
少
将
談
」
一
九
一
七
年
四
月
一
五
日
、「
独
探
の
歓
迎
妨
害
」
一
九
一
七
年
五
月
一
六
日
。
前
者
は

一
九
一
四
年
一
月
に
軍
艦
出
雲
が
メ
キ
シ
コ
を
訪
れ
た
際
、
森
山
艦
長
が
ヴ
ィ
ラ
と
会
見
し
「
米
国
は
日
墨
共
通
の
敵
な
り
」
と
語
っ
た

と
い
う
記
事
は
独
探
が
故
意
に
作
成
流
布
し
た
日
米
離
間
策
で
あ
り
、
米
国
人
が
易
々
と
こ
れ
に
惑
わ
さ
れ
る
の
は
遺
憾
だ
、
と
い
う
森

山
少
将
本
人
の
談
。
後
者
は
日
本
練
習
艦
隊
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
入
港
に
際
し
て
、
独
探
が
日
本
艦
隊
歓
迎
を
妨
害
し
、
米
国
に
悪

感
情
を
引
き
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
米
当
局
が
発
見
し
、
こ
の
事
件
の
調
査
を
開
始
し
た
と
報
じ
る
記
事
で
あ
る
。

（
53
）　
「
独
探
嫌
疑
者
拘
引
」
一
九
一
五
年
二
月
一
日
、「
物
騒
な
る
浦
潮
」
一
九
一
五
年
七
月
一
五
日
、「
浦
潮
の
大
火
は
独
探
に
非
ず
▽

労
働
者
の
過
失
」
一
九
一
六
年
五
月
二
八
日
。

（
54
）　
「
露
国
独
探
処
刑
」
一
九
一
五
年
四
月
五
日
、「
独
探
処
刑
別
報
」
一
九
一
五
年
四
月
五
日
、「
独
探
連
累
者
逮
捕
」
一
九
一
五
年
四

月
六
日
、「
露
国
陸
相
夫
人
の
秘
密　

独
探
大
佐
と
の
関
係　

先
夫
を
陥
れ
た
妖
婦
」
一
九
一
五
年
四
月
二
六
日
、
革
命
勃
発
後
も
ス
ホ

ム
リ
ノ
フ
独
探
事
件
は
続
報
が
掲
載
さ
れ
る
「
前
大
臣
等
運
命
不
明
」
一
九
一
七
年
三
月
一
八
日
、「
ス
ホ
ム
リ
ノ
フ
の
公
判
」
一
九
一

七
年
八
月
二
八
日
、「
東
人
西
人
」
一
九
一
七
年
九
月
三
〇
日
。

（
55
）　
「
露
国
の
革
命
▽
驚
く
可
き
売
国
行
為
」
一
九
一
七
年
四
月
三
日
。
こ
れ
と
同
様
の
記
事
が
『
神
戸
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ほ

か
に
も
「
白
羽
の
矢
は
孰
の
姫
君
に
立
つ
か
◇
英
国
皇
太
子
妃
殿
下
の
候
補
者
調
べ
」
一
九
一
七
年
四
月
二
七
日
。

（
56
）　
「
政
府
の
危
機
去
る
」
一
九
一
七
年
五
月
九
日
、「
独
探
の
扇
動
と
判
明
」
一
九
一
七
年
五
月
九
日
、「
革
命
後
の
露
国
▲
独
探
の
軍

隊
扇
動
」
一
九
一
七
年
五
月
一
五
日
。

（
57
）　

革
命
の
展
開
に
つ
い
て
は
池
田
嘉
郎
『
ロ
シ
ア
革
命　
破
局
の
8
か
月
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
58
）　

社
説
「
講
和
提
議
と
露
国
（
此
際
多
少
の
危
惧
）」
一
九
一
七
年
八
月
一
九
日
。

（
59
）　
「
勝
田
蔵
相
演
説
▽
大
阪
経
済
会
席
上
」
一
九
一
七
年
一
一
月
一
六
日
。
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
（
レ
ー
ニ
ン
一
派
）
を
独
探
と
見
て
い
る
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こ
と
が
分
か
る
記
事
と
し
て
「
レ
ニ
ン
独
探
の
証
拠
」
一
九
一
七
年
八
月
一
七
日
、「
分
離
し
た
芬
蘭
（
下
）　

露
都
特
派
員
太
田
賛
公
」

一
九
一
七
年
九
月
五
日
、「
市
街
戦
の
中
か
ら
（
上
）
露
都
特
派
員
太
田
賛
公
」
一
九
一
七
年
九
月
七
日
、「
東
人
西
人
」
一
九
一
七
年
一

一
月
一
八
日
、「
露
国
政
界
当
面
の
人
（
八
）
長
醒
子
：
レ
ー
ニ
ン
一
味
（
下
）」
一
九
一
七
年
一
二
月
一
九
年
。「
英
国
ケ
氏
渡
米
不
許

可
」
一
九
一
八
年
一
〇
月
二
八
日
。

（
60
）　
「
独
探
の
平
和
運
動
」（
一
九
一
七
年
一
一
月
二
五
日
）
は
ロ
イ
タ
ー
社
発
の
情
報
と
し
て
、
駐
ロ
米
国
大
使
に
よ
れ
ば
「
独
逸
の
間

諜
は
殆
ど
公
然
平
和
運
動
に
奔
走
し
つ
つ
あ
り
」
と
述
べ
る
。

（
61
）　
「
混
乱
中
の
露
国
▽
宮
川
少
将
帰
朝
談
」
一
九
一
七
年
一
一
月
一
五
日
、「
露
都
に
は
空
家
が
多
い
」
一
九
一
七
年
一
〇
月
一
五
日
。

こ
の
記
事
に
登
場
す
る
三
井
物
産
社
員
山
田
耕
作
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
独
立
も
独
探
の
活
動
の
成
果
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
62
）　
「
独
探
局
本
部
発
見
▽
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
全
西
伯
利
諜
報
局
」
一
九
一
八
年
一
月
三
日
。

（
63
）　

独
探
の
本
拠
と
し
て
言
及
し
て
い
る
も
の
と
し
て
「
浦
塩
寛
城
子
不
安
」
一
九
一
八
年
一
月
一
〇
日
、「
独
探
に
武
器
供
給
▽
西
伯

利
過
激
派
独
探
と
結
託
」
一
九
一
八
年
二
月
一
五
日
。

（
64
）　

前
掲
「
浦
塩
寛
城
子
不
安
」。
満
州
へ
の
浸
透
を
警
戒
し
た
も
の
と
し
て
「
独
探
の
一
味
か
▽
満
鉄
沿
線
の
怪
団
体
」
一
九
一
八
年

三
月
一
三
日
、「
満
鉄
附
属
地
に
独
探
徘
徊
▽
奉
天
駅
で
も
二
俘
虜
逮
捕
」
一
九
一
八
年
三
月
一
八
日
、「
瑞
西
人
独
探
嫌
疑
」
一
九
一
八

年
一
〇
月
四
日
。

（
65
）　
「
日
本
の
真
意
を
知
ら
ぬ
浦
潮
の
過
激
派
▽
有
産
階
級
は
日
本
兵
の
上
陸
を
喜
ん
で
い
る
の
だ
が
」
一
九
一
八
年
四
月
一
一
日
、「
露

政
府
の
曲
解
▽
日
英
陸
戦
隊
上
陸
」
一
九
一
八
年
四
月
一
八
日
。

（
66
）　
「
浦
潮
独
探
の
魂
胆　
火
薬
庫
爆
発
の
計
画　
フ
ル
バ
ン
氏
浦
潮
混
乱
の
其
原
因
を
語
る
」
一
九
一
八
年
七
月
三
日
、「
チ
軍
独
探
狩

出
」
一
九
一
八
年
七
月
六
日
。

（
67
）　
「
鉄
箒
◇
独
逸
の
夕
」
一
九
一
八
年
七
月
八
日
。




